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要　旨　このファイルは日本分類学会の研究報告会予稿原稿のためのMS Word用テンプレートである．このテンプレートには発表タイトルや本文をはじめとして，所属・氏名，要旨，キーワード等，それぞれに書式が設定されており，書式を崩さずに予稿が作成できる．この部分には要旨を500字以内で記入する．
キーワード：日本分類学会誌，MS Wordテンプレート，LaTeX
1. 予稿執筆における注意事項
予稿は，タイトル・キーワードのページを含め2または4ページで執筆する．執筆は基本的に当該日本分類学会大会Web PageにあるTeX用マニュアルや本Word用マニュアルに準拠するものとする．
2. 書式設定等について
2.1. 節の書き方
節は「1. ○○」という形式で記述する．なお，書式は「見出し1」に設定されてある．
2.2. 小節の書き方
小節は「1.1. △△」という形式で記述する．書式は「見出し2」に設定されてある．
2.3 本文の書き方
本文は行頭を一文字下げて記述する．
2.4. その他
図や表は適切な場所に配置する．図や表の見出しは，図の場合は図の下に「図1. ○○」，表の場合は表の上に「表1. △△」とする．数式は数式エディタ等を利用する．数式を独立した行として配置する場合には行の中央に配置する．さらに数式番号が必要な場合は数式の右に「(1)」と記述する．例えば，
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とする．数式を参照する場合には「式(1)」と記述する．
3. 参考文献および付録について
参考文献は本文の最後に配置し，テンプレートの書式を崩さないように記述すること．付録がある場合には参考文献の後に記述する．
4. 著者連絡先
参考文献の後（付録がある場合には付録の前）に著者（共著の場合には代表執筆者）の連絡先を記載する．書式に従って記述すること．
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付録
A. 付録
付録がある場合にはここから下に書く．節番号はAから始める．
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